
菅
原
道
真
漢
詩
文
集
成
稿

－
『
和
漢
朗
詠
集
』
1

佐

藤

信

一

は

じ
め
に

　
菅
原
道
真
の
漢
詩
文
は
、
自
選
で
あ
る
『
菅
家
文
草
』
、
「
菅
家
後
集
』

に

纏
め

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
道
真
の
詩
文
は
そ
れ
以
外
の
漢
詩
文
集
に

も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を

確
認
し
、
併
せ
で
現
在
作
成
中
の
『
文
草
」
、
「
後
集
」
の
校
本
（
和
漢
比

較
文
学
会
編
『
校
訂
・
訓
読
　
菅
家
文
草
（
仮
題
）
」
）
の
一
助
、
と
言
お

う
か
、
手
控
え
に
し
た
い
と
思
う
。
道
真
作
の
漢
詩
文
を
収
め
る
漢
詩
文

集
に

は
『
文
草
』
、
『
後
集
』
を
除
い
て
八
集
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
平

安
朝
漢
文
学
総
合
索
引
』
〈
昭
和
6
2
年
6
月
、
平
安
朝
漢
文
学
研
究
会
編
、

吉
川
弘
文
館
刊
〉
に
拠
る
）
が
、
今
回
は
「
和
漢
朗
詠
集
」
を
取
り
上
げ

る
。
ま
た
、
本
来
な
ら
、
こ
れ
ら
に
は
索
引
も
付
す
べ
き
で
あ
る
が
、
索

引
（
語
彙
索
引
・
事
項
索
引
等
）
に
関
し
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
す
る
。

凡
例
一、

底
本
に
は
、
以
下
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
。

　
　

『平
安
－
粘
装
本
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
巻
下
（
日
本
名
蹟
叢
刊
、

　
　
二
玄
社
、
昭
和
5
8
年
1
月
〈
巻
上
〉
、
昭
和
5
8
年
2
月
〈
巻
下
〉
）

二
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
で
の
巻
、
部
立
て
、
詩
番
号
、
及
び
『
菅
家
文

　
　
草
」
、
「
菅
家
後
集
」
他
に
お
け
る
巻
、
詩
番
号
、
序
で
あ
る
場
合
は

　
　
く
序
V
と
い
う
注
記
を
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
、
示
し
た
。
な
お
詩
番
号

　
　
は
現
在
通
行
す
る
も
の
に
従
っ
た
。

三
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
返
り
点
の
み
施
し
た
。

四
、
割
り
注
は
、
〈
　
〉
で
括
っ
て
示
し
た
。
な
お
、
全
体
の
書
式
を
整

　
　
え
る
た
め
に
、
割
り
注
以
外
の
縮
小
文
字
は
、
原
則
と
し
て
本
文
と

　
　
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で
示
し
た
。

五
、
巻
上
「
秋
、
雁
附
蹄
雁
」
三
一
二
番
は
底
本
で
は
道
真
の
作
と
す
る

　
　
が
、
島
田
忠
臣
の
作
の
誤
り
な
の
で
除
外
し
た
。

六
、
（
1
7
）
巻
上
「
秋
、
雁
附
闘
雁
」
三
二
二
番
は
底
本
で
逸
し
て
い
る
。

　
　
国
会
図
書
館
蔵
本
に
拠
っ
た
。

（0
1
）
筒
二
松
樹
’
以
摩
レ
腰
、
習
二
風
霜
之
難
⇔
犯
也
。
和
二
菜
奨
一
而
畷
レ
ロ
、

期
二
氣
味
之
克
調
“
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
春
・
子
日
・
二
九
、
「
菅
家
文
草
」
巻
六
・
四
三
一
〈
序
〉
）

（
0
2
）
野
中
毛
レ
菜
、
世
事
推
二
之
意
心
一
。
鑓
下
和
レ
奨
、
俗
人
厩
二
之
夷
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指
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
春
・
若
菜
・
三
四
、
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
六
五
〈
序
〉
）

（
0
3
）
春
之
暮
月
、
々
之
三
朝
、
天
酔
二
干
花
一
、
桃
李
盛
也
、
我
后
一
日

之
澤
、
万
機
之
飴
、
曲
水
錐
レ
遥
、
遺
塵
錐
レ
絶
、
書
二
巴
字
一
而
知
二
地

勢
一
、
思
二
魏
文
一
以
翫
二
風
流
一
、
蓋
志
之
所
レ
之
、
謹
上
二
小
序
〔
。
　
菅

　
（
上
・
春
二
二
月
三
日
付
桃
・
三
九
、
『
菅
家
文
草
」
巻
五
・
三
四
二

〈序
〉
）

（
0
4
）
煙
霞
遠
近
雁
二
同
戸
一
、
桃
李
淺
深
似
二
勧
盃
一
。
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
春
・
三
月
三
日
付
桃
・
四
〇
、
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
四
二
）

（
0
5
）
低
レ
翅
沙
鴎
潮
落
暁
、
齪
レ
綜
野
馬
草
深
春
。
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
春
・
暮
春
・
四
六
、
『
菅
家
文
草
』
巻
三
・
二
二
二
）

（
0
6
）
送
レ
春
不
レ
用
レ
動
二
舟
車
一
、
唯
別
残
鶯
與
二
落
花
一
。
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
春
・
三
月
蓋
・
五
三
、
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
九
∴
）

（
0
7
）
若
使
三
詔
光
知
二
我
意
一
、
今
雷
旅
宿
在
二
詩
家
一
。
　
　
　
　
同
上

　
（
上
・
春
・
三
月
毒
・
五
四
、
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
九
一
）

（
0
8
）
新
路
如
今
穿
二
宿
雪
一
、
奮
宿
爲
レ
後
属
二
春
雲
’
。
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
春
・
鶯
・
七
〇
、
『
菅
家
文
草
』
巻
六
・
四
五
三
）

（
0
9
）
鎖
レ
沙
草
只
三
分
許
、
跨
レ
樹
霞
纏
半
段
鹸
。
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
春
・
霞
・
七
六
、
『
菅
家
文
草
』
巻
六
・
四
四
五
）

（1
0
）
生
衣
欲
下
待
二
家
人
一
著
上
、
宿
醸
當
下
招
二
邑
老
’
甜
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
譜
州
作
菅
〉

　
（
上
・
夏
・
更
衣
・
一
四
五
、
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
五
二

（
1
1
）
有
レ
時
當
レ
戸
危
レ
身
立
、
無
レ
意
故
園
任
レ
脚
行
。
　
　
〈
文
人
菅
〉

　
（
上
・
夏
・
端
午
・
一
五
六
、
『
菅
家
文
草
」
巻
四
・
二
九
三
）

（
1
2
）
臥
見
二
新
圖
臨
水
障
一
、
行
吟
二
古
集
納
涼
詩
一
。
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
夏
・
納
涼
・
一
六
三
、
『
菅
家
文
草
」
巻
二
・
一
二
二
）

（
1
3
）
今
年
異
レ
例
腸
先
断
、
不
二
是
蝉
悲
一
客
意
悲
。
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
夏
・
蝉
・
一
九
五
、
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
五
三
）

（
1
4
）
露
雁
二
別
涙
一
珠
空
落
、
雲
是
残
粧
髪
未
レ
成
。
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
秋
・
七
夕
・
二
一
四
、
『
菅
家
文
草
』
巻
三
・
三
四
六
）

（
1
5
）
曉
露
鹿
鳴
花
始
登
、
百
般
撃
折
一
時
情
。

　
（
上
・
秋
・
萩
・
二
八
二
、
『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
・
八
六
）

（
1
6
）
曾
非
三
種
虚
思
三
兀
亮
一
、
爲
三
是
花
時
供
二
世
尊
一
。
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
秋
・
前
栽
・
二
九
八
、
『
菅
家
後
集
』
四
九
七
）

（
1
7
）
碧
玉
装
箏
斜
立
柱
、
青
苔
色
紙
敷
行
書
。
　
　
〈
天
浄
識
賓
菅
〉
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（
上
・
秋
・
雁
附
蹄
雁
・
三
二
二
、
「
菅
家
文
草
」
巻
五
・
三
七
九
）

（
1
8
）
床
上
巻
牧
青
竹
箪
、
匝
中
開
出
白
綿
衣
。
　
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
冬
・
初
冬
・
三
五
四
、
「
菅
家
文
草
』
巻
四
・
二
七
二
）

（
1
9
）
君
子
夜
深
音
不
レ
警
、
老
翁
年
晩
髭
相
驚
。
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
冬
・
霜
・
三
七
〇
、
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
三
〇
四
）

（
2
0
）
聲
々
已
断
華
停
鶴
、
歩
々
初
驚
葛
屡
人
。
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
冬
・
霜
・
三
七
一
、
『
菅
家
後
集
』
四
七
二
）

（
2
1
）
立
二
於
庭
上
一
頭
爲
レ
鶴
、
坐
在
二
櫨
邊
一
手
不
レ
亀
。
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
冬
・
雪
・
三
七
九
、
「
菅
家
文
草
」
巻
四
・
二
七
六
）

（
2
2
）
氷
封
二
水
面
一
聞
無
レ
浪
、
雪
顯
二
林
頭
見
有
レ
花
。
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
冬
・
氷
附
春
氷
・
三
八
四
、
『
菅
家
文
草
」
巻
一
・
二
）

（
2
3
）
堕
牙
米
簸
聲
々
脆
、
龍
頷
珠
投
頼
々
寒
。
　
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
冬
・
霰
・
三
九
一
、
『
菅
家
後
集
」
四
八
九
）

（2
4
）
香
自
二
輝
心
一
無
レ
用
レ
火
、
花
開
二
合
掌
一
不
レ
因
レ
春
。
　
　
　
　
菅

　
（
上
・
冬
・
佛
名
・
三
九
四
、
『
菅
家
文
草
」
巻
四
・
二
七
九
）

（2
5
）
羅
綺
之
爲
二
重
衣
一
、
妬
二
無
レ
情
於
機
婦
一
。
管
絃
之
在
二
長
曲
一
、

怒
二
不
レ
関
於
伶
人
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
春
娃
無
氣
力
菅
〉

　
（
下
・
管
弦
・
四
六
六
、
「
菅
家
文
草
」
巻
二
・
一
四
八
〈
序
〉
）

（
2
6
）
落
梅
曲
奮
唇
吹
レ
雪
、
折
柳
聲
新
手
掬
レ
煙
。
　
　
　
　
　
　
　
同

　
（
下
・
管
弦
・
四
六
七
、
「
菅
家
文
草
』
巻
六
・
四
三
四
）

（
2
7
）
閑
居
厨
二
於
誰
人
’
、
紫
震
殿
之
本
主
也
。
秋
水
見
二
於
何
庭
一
、
朱

雀
院
之
新
家
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
閑
居
樂
秋
水
菅
〉

　
（
下
・
水
附
漁
夫
・
五
一
五
、
「
菅
家
文
草
」
巻
六
・
四
四
三
〈
序
〉
）

（
2
8
）
垂
レ
釣
者
不
レ
得
レ
魚
、
暗
思
二
浮
遊
之
有
⇔
意
。
移
レ
樟
者
唯
聞
レ
雁

遙

感
二
旅
宿
之
随
⇔
時
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
（
下
・
水
附
漁
夫
・
五
一
六
、
「
菅
家
文
草
』
巻
六
・
四
四
三
〈
序
〉
）

（
2
9
）
老
鶴
從
來
仙
洞
駕
、
寒
雲
在
昔
妓
棲
衣
。
　
　
　
　
　
　
　
　
菅

　
（
下
・
故
宮
附
破
宅
・
五
三
三
、
「
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
五
八
）

（
3
・
）
人
如
鳥
路
湧
雲
出
地
是
龍
門
　
レ
水
登
・
　
　
菅

　
（
下
・
山
寺
・
五
八
二
、
「
菅
家
文
草
」
巻
五
・
三
七
四
）

（3
1
）
都
府
櫻
纏
看
二
瓦
色
一
、
観
音
寺
只
聴
二
鐘
聲
。
　
〈
不
レ
出
レ
門
　
菅
〉

　
（
下
・
閑
居
・
六
二
〇
、
「
菅
家
後
集
』
四
七
八
）

（3
2
）
欲
丁
以
二
浮
生
一
期
中
後
會
上
、
還
悲
二
石
火
向
レ
風
敲
一
。
　
　
　
　
菅

　
（
下
・
饅
別
・
六
三
七
、
「
菅
家
文
草
」
巻
五
・
四
二
二
）
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（
3
3
Y
己
酉
年
終
冬
日
少
、
庚
申
夜
牛
暁
光
遅
。

　
（
下
・
庚
申
・
六
五
一
、
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
三
一
八
）

菅

（
3
4
）
秋
夜
待
レ
月
、
纏
望
二
出
レ
山
之
清
光
一
。
夏
日
思
レ
蓮
、
初
見
二
穿
レ

水
之
紅
艶
一
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
催
粧
序
　
菅
V

　
（
下
・
妓
女
・
七
一
〇
、
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
六
五
〈
序
〉
）

（
3
5
）
算
取
宮
人
才
色
兼
、
粧
模
未
レ
下
詔
來
添
。

　
（
下
・
妓
女
・
七
一
一
、
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
六
五
）

菅

（
3
6
）
隻
髪
且
理
春
雲
軟
、
片
黛
纏
生
曉
月
繊
。

　
（
下
・
妓
女
・
七
一
二
、
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
六
五
）

（3
7
）
羅
袖
不
レ
追
レ
廻
二
火
疑
一
、
風
叙
還
悔
錬
二
香
優
一
。

　
（
下
・
妓
女
・
七
＝
二
、
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
六
五
）
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（
3
8
）
和
風
先
導
薫
煙
出
、

　
（
下
・
妓
女
・
七
一
四
、

珍
重
紅
房
透
二
翠
簾
一
。

『菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
六
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（本
学
助
教
授
）


